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※大学進学

　指定校推薦枠　165

※就職決定率　100％

積極的な小・中学校との交流

　「いちふな」は、積極的に小・中学校と

交流しています。

　吹奏楽部と留学教育コースの有志が小中

一貫教育を推進する若松小・中学校におい

て、演奏を披露し一緒に「ＹＯＳＡＫＯＩ

ソーラン」を踊り（写真①）、小学生に英

語発表会の指導をしました（写真②）。

　この他にも多くの学校で行事や部活動で

の交流活動を実施しています。

活発な部活動多彩な国際交流
　サッカー部は２年ぶ

り７度目のインターハ

イ優勝を飾りました。

学校全体でのインター

ハイ・国体の出場者数

も全国トップレベルで

す。

　競技の実績だけでは

ありません。会場での

マナーの良さも評判で

す。校内では月曜日朝

の清掃などの奉仕活動

にも、積極的に取り組

んでいます。

普通科 留学教育コース
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　「いちふな」の良いところは、国

際交流活動が多いことです。世界

の２つの都市と提携を結び、カリ

フォルニア州立大学イーストベイ

校への留学制度などがあります。留学教育コースでは

オーストラリア語学研修があり、私が参加した時、文

化の違いや人の温かみを肌で感じました。

　また、部活動を通しても交流があり、昨年はサッ

カー部がデンマークのオーデンセ市やイタリア遠征を

行い、ラグビー部は海外のコーチを招いて指導を受け

ました。

　私は様々な交流ができる｢いちふな｣に入学して良

かったと思います。

史上最多７度目の優勝（サッカー部）

昇降口での清掃（剣道部・吹奏楽部）

小学生を招いての理科工作教室

（科学愛好会）

宮本小学校での現場実習

（商業科）

葛飾中学校との試合船橋中学校との合同練習
（バスケットボール部）

★学科別学級数と21年度進路実績
学科� 学年別学級数 卒業生数 大学 短大 専門学校 就職 その他

普通科� ６学級 245名 131名 25名 57名 5名 27名

商業科� ２学級 79名 31名 8名 20名 18名 2名

体育科� ２学級 74名 42名 7名 19名 6名 0名

　計� 10学級 割合(％ ) 51.3％ 10.1％ 24.1％ 7.3％ 7.3％

特色ある教育活動

船橋市立船橋高等学校

・この教育情報誌は、家庭や地域・学校が教育を進めていくための参考となるように、本市の教育に関する取組を紹介していきます。

・市立学校児童生徒のご家庭に配布する他、図書館・公民館などの公共施設にも置いてあります。

① ②
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　歴史的な史跡を見学し、子どもたちが積極的に課題を見つけ、考えるように工夫

しています。小グループで活動し、日本の歴史・地理・伝統文化など

を直接見て感じとっています。

　●事前に希望の見学場所をいくつか選定	 （課題をつかむ）

　●事前に調査	 （調べる）

　●修学旅行で確認	 （確認する）

　●帰ってきてまとめの学習	 （事前学習と比較する）

　●学習内容を発表	 （発表・表現する）

　ここ数年、東北・甲信越地方の自治体か

ら様々な活動を取り入れた「農村体験」が

提案され、それを修学旅行に取り入れる学

校が増加しています。

　「農村体験」では農業体験だけでなく、

その地方、その農家のありのままの暮らし

を体験します。家族の一員として迎えら

れ、寝具の上げ下ろしや食事の準備も一緒

に行ないます。

　このような農村体験は、人と自然の関係

を再確認させてくれるだけでなく、助け合

いなど、豊かな心を養う事に役立つと期待

されています。

中　学　校

船橋市立 船橋特別支援学校

箱根関所見学（葛飾小学校）

平城京跡見学（大穴中学校）戦場ヶ原ハイキング（高根小学校）

東照宮見学
（坪井小学校）

華厳の滝見学
（金杉小学校）

高等部修学旅行　旭山動物園 新入社員教育体験 オーストラリア語学研修

農村体験

取り組み方

農家で宿泊：青森県平川市
（二宮中学校）

耕運機で畑の手入れ：山形県置賜地区
（三田中学校）

会津での赤ベコ作り（金杉台中学校）讃岐でのうどん作り（葛飾中学校） 会津酒造工場での体験（御滝中学校）

金閣寺見学（八木が谷中学校）

　船橋市立の小・中学校、特別支援学校、高等学校では、自然や文化などにふれさせる中で、児童生徒に自主性・協調性・社会的マナーなど

を身に付けさせることをねらいとして、特色ある修学旅行を実施しています。

小　学　校

体験型の修学旅行

　１泊２日で実施しています。次の観点から、「日光」または「箱根」を目

的地としています。

・自然環境に優れ、歴史的史跡・文化的施設などが多くあり、ハイキングや

史跡めぐりなどの多様な活動が可能である。

・宿泊設備をはじめ修学旅行の受け入れ態勢ができている。

・小学校の修学旅行として、移動距離・時間、旅費が適切である。

　２泊３日で実施しています。新幹線網が整備されたため、目的地は北は青

森県から南は香川県までと広範囲にわたっています。今年度の内訳は東北方

面12校、甲信越方面７校、関西方面８校です。

　内容は、名所・旧跡を巡る観光型の修学旅行から、課題を持って日本の文

化を学ぶ修学旅行や体験型修学旅行へ移行している傾向があり、各学校ごと

に工夫を凝らしたものになってきています。

　３つの学部ごとに、次の取組を中心とし

た修学旅行を実施しています。

　小学部　１泊２日　鋸山登山

　中学部　２泊３日　裏磐梯ハイキング

　高等部　２泊３日　北海道自然体験

船橋市立 船橋高等学校
　２年生の時に３泊４日で、関西地方に行きます。京都・奈良での史跡見

学だけではなく、大阪などで職場学習も実施しています。「お好み焼き」

チェーン店では、新入社員教育の一部を体験しました。

　また、修学旅行とは別に、普通科留学教育コースの希望者にはオースト

ラリア語学研修も実施しています。

日本の文化を学ぶ修学旅行

　平成元年改訂の学習指導要領で、社会性や豊かな人間性を育むため｢

体験活動の充実｣が強調されました。修学旅行も自然体験や伝統工芸・

地域産業体験などの体験型修学旅行に移行する学校がでてきました。

　昭和35年から55年までの21

年間、『連合修学旅行』を実

施していました。

　市内の小学校は、東武鉄道

に船橋と日光を結ぶ専用列車

の運行を依頼しました。

　いくつかの小学校がグルー

プとなって列車に乗り、見学

先・宿舎など同一の行動をす

るものでした。

　　１日目

バスで学校を出発

東照宮見学

昼食

竜頭の滝見学

戦場ヶ原ハイキング

湯滝見学

宿舎に到着

日光修学旅行日程の例

　　２日目

華厳の滝見学

足尾銅山　または　日光江戸村見学

昼食の後バスで出発

学校に到着

※学校により順序などの変更があります。

※雨天の場合ハイキングと見学の入れ替えをします。

昭和45年
品川駅での乗車風景
（海神中学校）

昭和35年　馬込沢駅での出発風景
（法典小学校）　船橋駅から乗車した他校

児童と合流しました。

　昭和41年から45年まで、市内の中学校は「わかくさ」

「ひので」などの専用列車で、関西方面に修学旅行に行

きました。

移動の様子
（八栄小学校）

思い出の写真①　日光修学旅行

思い出の写真②　関西修学旅行
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畑の耕し

【収穫した大豆での豆腐作り】

ナスの苗の植え付け トウモロコシ畑の草取り ジャガイモの収穫

水に浸した大豆をミキサーにかける 煮て豆乳を絞り出す 型に入れて重しをのせて完成にがりを加える

船橋市立大
おお

穴
あな

北
きた

小学校
学校の特色ある活動学校の特色ある活動

　大穴北小学校では20年以上前から、地域の方々の協力により、学校隣接の『太陽農園』で野菜

を栽培しています。春の土作りから冬の大根の収穫まで、年間を通して活動します。収穫したト

ウモロコシや大豆でポップコーンや豆腐を作るなど、いろいろな取組を行っています。ジャガイ

モやサツマイモは給食の食材として大人気です。

今日もどこかで

　文化創造館きららホールは、船橋の文化発信基地となるべく平成15年に開設され、７年目を迎えます。ホール
の代名詞ともいえる｢ちょっとよりみち｣ライブでは、和と洋の音楽のコラボなど普段あまり耳にすることのない
多種多様なジャンルの音楽を提供してしています。また、新しい試みとして、「地元印・発掘プロジェクト」と
称し、船橋ゆかりの若手ミュージシャンの起用など、音楽の溢れる街づくりの一端を担う施設として、新しい取
組も始めています。是非、お気軽にお立ち寄りください。� 船橋市民文化創造館　副主査　石井　信生

ふるさと・学校ふるさと・学校ふるさと・学校
シリーズ

このコーナーでは、各学校の心に残るスポットを

写真で紹介しています。

運動場から望む校舎 緑豊かな中庭 朝のマラソン風景手入れの行き届いた花壇

正門からの通路
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登校風景

ひきこもりのお子さんのことでお悩みの方は、《 ふれあい「夢のふなっこ」 》にご連絡ください 緯047-434-6811

みんなで取り組む『太陽農園』

表紙カット　濱松　繁雄（前高根台中学校長）
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